
別添2-1「調達物品の備えるべき技術的要件」

放射線治療装置（リニアック）
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平坦化されたX線エネルギは5種類以上選択可能であること。

平坦化されたX線の最大出力線量率は、アイソセンタ位置で4MVが250MU/min以上、

6MV以上が600MU/min以上であること。

固定照射にて選択が可能なX線出力線量率は、10ステップ以上の可変方式であること。

平坦化されたX線における平坦度は、5cm×5cm～30cm×30cmにおいて106％以下であ

ること。

1．高エネルギー医療用加速装置

高エネルギー医療用加速装置は医療用直線加速装置本体、治療寝台、マルチリーフコリメータ

（MLC）、画像誘導放射線治療機能（kVイメージャー）、画像誘導放射線治療機能（MVイメー

ジャー）及び付属品から構成され、以下の要件を満たすこと。

医療用直線加速装置は、以下の要件を満たすこと。

ガントリ回転範囲は､370度以上であること。

ガントリ回転制御精度は、±0.3度以下であること。

コリメータ回転制御精度は、±0.5度以下であること。

モニタ線量計の構造は、密封型であること。

モニタ線量計は、副回路による照射停止機構を有し、主回路の＋3MU以下または+3%以下

で動作すること。

モニタ線量計の出力の再現性が、0.2％以下であること。

加速管の構造は定在波型であること。

マイクロ波の供給源はクライストロンであること。

エネルギの切り替え機構に、ビームローディング方式及びエネルギスイッチの両方を使用しているこ

と。

ガントリ回転中心精度の調整、確認を、デジタル化した専用の調整システムにより実施し、ビー

ムの中心軸に対して半径0.5mmの球内であること。

コリメータ回転中心精度の調整、確認を、デジタル化した専用の調整システムにより実施し、

ビームの中心軸に対して半径0.5mmの球内であること。

アイソセンターの総合的な回転精度（ガントリ・治療台・コリメータ）の調整、確認を、デジタル

化した専用の調整システムにより実施し、ビームの中心軸に対して半径0.75mmの球内である

こと。

平坦化されたX線における対称性は、102％以下であること。

高線量率モード（FFFモード）X線を、最大2種類選択できること。

高線量率モード（FFFモード）のＸ線最大出力線量率は、アイソセンタ位置で6MVが

1400MU/min以上、10MVが2400MU/min以上であること。

電子線のエネルギは、6MeV以上で最大8種類選択できること。

電子線の最大出力線量率は、1000MU/min以上であること。

電子線の最大照射野が20cm×20cm以上であり、4種類以上の電子線コーンを有すること。

モニタ線量計の出力の線量率に対する直線性が、±1.0％以下であること。

モニタ線量計の出力のガントリ角度依存性が､±1％以下であること。
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1-3-2 マルチリーフコリメータ中央部は、アイソセンタ位置で、5mm以下のリーフ幅であること。

治療寝台は、患者転落防止用の固定ベルトを装備していること。

治療計画装置で算出されたシフト量を使用して、相対値移動が可能であること。

手持ち操作器（ペンダント）を、２本有すること。

マルチリーフコリメータ、以下の要件を満たすこと。

コリメータ（Jaw）の下に取り付けられる３段式であること。

治療寝台を一番下まで下ろした時の天板表面の高さは、床から74cm以下であること。

前後移動範囲は、145cm以上であること。

天板による減衰量が、1.9%以下（6MV）であること。

呼吸性移動の監視は、反射マーカーを使用したシステムであること。

呼吸同期照射（位相同期、振幅同期、息止め）が可能であること。

呼吸同期システムは、装置のコンソールと統合しており、追加端末が不要であること。

呼吸を整えるために、呼吸同期システムに表示されている呼吸位相を専用のモニターに表示、

治療寝台へ設置可能であること。

当院の品質管理体制について現状分析を行い、その結果に基づき装置の最適なQA/QC項

目、実施頻度、使用機器および許容値を立案しQAマニュアル案、QAプランとして提供、当院

におけるQA作業を支援する、装置を提案するメーカーが提供するサービスを有すること。

治療計画装置のコミッショニングに必要なビームデータの取得、ビームモデリングおよびモデル検証

へのサポートに関して、装置を提案するメーカーが提供するサービスを有すること。

治療室内に設置されたカメラを使用して、呼吸性移動の監視が可能であること。

コリメータの照射口表面にて、レーザーを使用した非接触型衝突防止保護機能を有すること。

ビーム特性を標準スペックより高く調整を行い、代表的なビームデータを使用したコミッショニング

の選択が可能であること。

操作コンソールボタンを、操作の順番に応じて点灯させて操作をナビゲートする機能を有するこ

と。

操作コンソールは、放射線治療マネジメントシステムと接続して、受付済の患者の表示、選択、

及び治療のセットアップ、照合ができること。

操作コンソール上にてアイソセンタにおける患者のモニターが可能であり、ガントリと治療台のクリア

ランスを幾何学的に検出し、近接の状態をオーバレイ表示し干渉を回避する機能を有すること。

複数門照射の2門目以降について、自動で照射を行う機能を有すること。

治療寝台は、以下の要件を満たすこと。

構造はﾌﾛｱ型の6軸駆動であること。

回転照射における角度線量を自動的に設定し、設定範囲は0.1～60MU/度以上であるこ

と。

装置本体の設置において、機械室のスペースの確保及び間仕切りの設置が不要であること。

装置の冷却（2次冷却システム）に必要な1次冷却システムについては、市水の使用が可能

であること。

装置の非常停止時において、外部の非常用電源を使用せずにシステムのバックアップが可能で

あること。

装置の所要電力が、55kVA以下であること。
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画像取得用に、2.5MV以下のX線が出力可能であること。

画像取得レートは20fps以上であること。

画像誘導放射線治療機能（MVイメージャー）は、以下の要件を満たすこと。

MVイメージャーは、有効画像取得領域が43cm×43cm以上であること。

MVイメージャーは、上下、左右、前後方向に遠隔で電動駆動が可能であること。

画像解像度は、1280×1280以上であること。

DRR画像や計画用CT画像を参照画像として位置照合が可能であり、照合で得られた補正

値に基づき、6軸治療台の6軸を遠隔で駆動可能なこと。

設定した呼吸位相の範囲に合わせて呼吸同期CBCTの取得が可能であり、位置決めに使用

可能であること。

少ないｽｷｬﾝ角度でCBCTを取得するモードを有すること。

MU値、Time値、ガントリ角度値、呼吸同期の設定のタイミングで自動的に連続で画像を取

得、及び体内の金属マーカーの移動を監視しビームの制御を行う機能を有すること。

X線管球、kVイメージャー、駆動アームに衝突検出機構を有すること。

CBCT撮影時に使用する線質補正用フィルターを有し、自動的に挿入されること。

ガントリ回転による幾何学的誤差を取得し、kVイメージャーの位置を事前に補正することで、

IGRT画像の中心誤差を±0.5mm以下にする機能を有すること。

kVイメージャーの検出器のサイズは、40cm×30cm以上であること。

kVイメージャーの検出器の解像度は、1424×1072以上であること。

CBCTの取得において、撮像サイズは2種類以上のFOVに対応し、体軸方向の撮像サイズは

17cm以上であり、かつシリーズを連結し最大50cmまで拡張を可能にする機能を有すること。

DRR画像や計画用CT画像を参照画像として、CBCT及び直交した2方向の2D撮影画像に

て位置照合が可能であり、照合で得られた補正値に基づき、6軸治療台の6軸を遠隔で駆動

可能なこと。

位置決めの方法の変更、追加を治療装置のコンソール上で行えること。

4DCBCTの取得が可能であり、位置決めに使用する位相のCBCT画像を抽出して、位置決め

に使用可能であること。

画像誘導放射線治療機能（kVイメージャー）は、以下の要件を満たすこと。

kVイメージャーシステムは、IGRT用ワークステーション及び本体に取り付けられたX線管球、kV

イメージャーから構成され、全て遠隔で電動駆動が可能であること。

kVイメージャーシステムは、Cone Beam CT（以下CBCT）及び2方向以上からの撮影が可

能であり、CBCTについては被ばく線量をDicom-RDSRにて出力が可能であること。

X線管球の最大陽極熱容量は1500kHU以上であること。

CBCTの再撮影能力（熱容量からの計算）が、50スキャン/時以上であること。

リーフの位置再現性は、アイソセンタ位置で±0.5mm以下であること。

リーフのセンターオーバー移動量は、20㎝以上であること。

IMRTについては、SMLC方式、DMLC方式およびVMAT方式（呼吸同期システムを有する場

合は、連動したGated-VMATを含む）の全てに対応が可能であること。

IMRTのコミッショニングをサポートする検証PLANやリーフデータ等を提供すること。

IMRT時に、MLCの最大開度にX、Y方向のコリメータ（Jaw）が追従し、遮蔽範囲内にての

最大漏洩線量が0.02%以下であること。
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治療RISシステムとの連携においては、連携内容、方法について事前に本院と協議を行い、指

示に従うこと。

治療RISシステムとの連携仕様は、HL7に準拠したものであること。

停電時に、5分間以上電源を供給する無停電電源装置を有すること。

ソフトウェアは、以下の要件を満たすこと。

患者基本情報、治療依頼オーダー、治療計画情報、照射予約情報、照射実施情報、画像

情報を、患者毎のID番号に紐付けて一元管理する機能を有すること。

治療RISシステムと連携し、患者基本情報の受信を行うインターフェイスを有すること。

治療RISシステムと連携し、受付情報の受信を行うインターフェイスを有すること。

治療RISシステムと連携し、実施情報の送信を行うインターフェイスを有すること。

データベースは、Microsoft社製 SQL server 2019 相当以上の機能を有すること。

CPUは、Intel社製 Xeon Silver4310 2.1GHz相当以上の性能を有すること。

メモリの容量は、32GB以上であること。

主記憶容量は、RAID6以上+ホットスペア1以上で構成し、実効容量2.4TB以上のハード

ディスクを有すること。

3TB以上の容量に対応するバックアップシステムを有すること。

対角17インチ以上の液晶カラーモニタを有すること。

２．放射線治療データマネージメントシステム

放射線治療データマネージメントシステムは、既存の治療データサーバを最新のバージョンにアップグレードして

以下の要件を満たすこと。

データベースサーバは、既設のものを更新し、以下の要件を満たすこと。

OSは、Microsoft社製 Windows 2019 server 相当以上の機能を有すること。

付属品は、以下の要件を満たすこと。

レーザポインター（天井、サイド、サジタル）は、遠隔微調整機能を有すること。

操作室から治療室内の患者の状態を観察するための監視システムを有すること。

操作室と治療室間のインターフォンシステムを有すること。

当院担当者と相談の上、操作室及び治療室内に什器（棚・操作卓・椅子）を準備するこ

と。

脳定位放射線治療中にMVイメージャーによるIGRTの実施の設定が可能であること。

治療台の回転精度の確認を、本体が有する機能で可能であること。

脳定位放射線治療専用の固定具を有すること。

脳定位放射線治療専用の放射線治療計画システムへの機能を有すること。

国内において、60施設以上の採用実績を有していること。

脳定位放射線治療の臨床に特化したサポート体制を有すること。

ガントリ回転による幾何学的誤差を取得し、MVイメージャーの位置を事前に補正することで、

IGRT画像の中心誤差を±0.5mm以下にする機能を有すること。

脳定位放射線治療機能。

MLCのVMAT機能を使用して、ノンコプラナー脳定位放射線治療を実施する専用の機能を有

すること。
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３．放射線治療計画装置 

放射線治療計画装置は、既存の放射線治療計画システム本体及び放射線治療計画ソフトウェアを最新

のバージョンにアップグレードして以下の要件を満たすこと。

放射線治療計画装置本体は既設のものを更新し、ハードウエアは以下の性能を有すること。

放射線治療計画装置は、ハードウェアを3台有すること。

照射スケジューリングについて、照射内容に応じてタイムスロット、表示色を設定する機能を有す

ること。

照射スケジューリングについて、マウスによるドラッグ＆ドロップによる予約の変更、タイムスロットの

変更が可能であること。

放射線治療装置と治療セッションを共有し、放射線治療マネジメントシステムで承認されたプラ

ン情報を放射線治療装置に直接送信し、患者の治療が行われること。

デジタルカメラ等にて撮影した患者の顔写真を、登録および変更ができる機能を有すること。

基本画面において、レイアウトをユーザが変更、設定する機能を有し、レイアウト情報をインポー

トおよびエクスポート可能なこと。

ソフトウェアは、以下の要件を満たすこと。

基本画面において、レイアウトをユーザが変更、設定する機能を有し、レイアウト情報をインポー

トおよびエクスポート可能なこと。

患者カルテ機能を有すること。

治療経過の管理機能を有すること。

患者の照射スケジューリング、照射線量管理、治療実施パラメータの記録・管理機能を有する

こと。

処方、照射野、セッションおよびプランを承認する機能を有すること。

OSが64bit対応であること。

CPUは、Intel社製 Intel Core i7-12700 4.9GHz相当以上の性能、機能を有すること。

メモリの容量は、32GB以上であること。

主記憶容量は、512GB以上であること。

対角23インチ以上の液晶カラーモニタを有すること。

各種マスタ登録、変更権限を任意に設定でき、権限保持者以外の操作は不可能とすること。

ログイン後ログイン者の変更はシステムを終了せずに変更できること。

照射データを変更した場合は履歴が残り、ユーザが変更者変更日時を容易に確認できること。

データ管理用ワークステーションは、既設のものを更新し、以下の要件を満たすこと。

OSは、Microsoft社製 Windows 10相当以上の機能を有すること。

ユーザ毎に使用できる機能、表示・変更・管理する情報を制限する権限管理機能を有するこ

と。

治療計画装置から治療計画情報をDICOM通信にて受信し、照射データとして管理する機能

を有すること。

各ユーザは、独自のID、パスワードでシステムにログインできること。また、利用者の権限に応じ

て、利用機能の制限がかけられていること。

ログインパスワードは個人毎に変更可能なこと。
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3-3-3

過去の治療計画を機械学習し、線量制約を自動的に設定する機能を1式有すること

ノンコプラナー照射を用いる頭部治療において、ターゲットごとに処方線量を入力が可能な機能

を1式有すること。

ノンコプラナー照射を用いる頭部治療において、使用するアークをチェックボックスにより選択が可

能な機能を1式有すること。

ノンコプラナー照射を用いる頭部治療において、患者とガントリの衝突危険性を計画作成者が

事前に確認できるバーチャルドライラン機能をを1式有すること。

ノンコプラナ―照射を用いる頭部治療計画において、コリメータ角度の最適化が可能な機能を1

式有すること。

ノンコプラナ―照射を用いる複数標的の頭部治療計画において、標的間に発生するDose

Bridgingの発生を低減する線量制約を有すること。

4DCTの複数呼吸位相シリーズを使用し、任意の呼吸位相で治療計画を行う機能を有するこ

と。

４．放射線治療計画用CTシステム

X線コンピューター断層撮影装置は以下の要件を満たすこと。

遠隔放射線治療計画は以下の性能を有すること。

当院に設置の放射線治療計画システム（VARIAN社Eclipse）へアクセスし操作を行える機

能を有すること。

IP-KVM装置を介した方式であること。

遠隔治療計画を行う端末については当院の指示に従うこと。

キーボード及びスクロール機能付レーザーマウスを有すること。

無停電電源装置は、停電時に5分以上電源を供給する機能を有すること。

放射線治療計画装置はソフトウェアを最新のバージョンにアップグレードして以下の要件を満たすこと。

強度変調回転放射線治療（VMAT）治療計画を行う機能を2式有すること。

スライドバーによる線量制約の調整でリアルタイムに線量分布やDVHのトレードオフの変化を確

認できる機能を1式有すること。

過去の治療計画を機械学習しDVHの予測を可能とする機能を1式有すること

治療計画装置のデータバックアップ機能を放射線治療データマネージメントシステムのバックアップ

と一元管理可能であること。

治療計画装置のOSは、Windows 10 64bitまたはこれと同等以上であること。

主記憶容量は、32GB以上であること。線量計算機能を有さない場合は8GB以上であること。

容量1.0TB以上のSolid State Driveを有すること。

CPUは、Intel社製Xeon Silver 4110相当以上の性能、機能を有すること。

線量計算を行うためのGraphic Processing Unit (GPU)を3式有すること。

23インチ以上のカラーモニターを有すること。

モニターの解像度は1920×1080相当以上であること

放射線治療機に付属するMV画像検出器にて、IMRT、VMATのQA画像の収集が可能な場

合、放射線治療機に付属されたMV画像検出器を使用したIMRT、VMAT計画の検証を行う

ことができる機能を有していること。
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4-1

4-1-1

4-1-2

4-1-3

4-1-4

4-2

4-2-1

4-2-2

4-2-3

4-3

4-3-1

4-3-2

4-3-3

4-3-4

4-4

4-4-1

4-4-2

4-4-3

4-4-4

4-5

4-5-1

4-5-2

4-5-3

4-5-4

4-5-5

4-6

4-6-1

4-6-2

4-6-3

4-6-4

4-6-5

4-6-6

4-6-7

ガントリーシステムは、以下の要件を満たすこと。

開口径は850mm以上であること。

X線管は、以下の要件を満たすこと。

検出器の発行素子はセラミック（半導体）型であり、発光素子、フォトダイオード、ADコンバー

ターが蒸着により一体化され、アナログによる信号伝達がない構造であること。

検出器1列あたりのチャンネル数は920ch以上であること。

蓄熱容量はIEC規格で7MHU以上であること。

カーボン製でフラットな形状の放射線治療計画用の天板を備えること。

最大管電流は600mA以上であること。

体輪郭に応じて自動的に管電流を調整するCT-AEC機能を有すること。

撮影管電圧は70～140kVの範囲で10kV間隔で設定でき、かつ最適値を自動で選択する

機能を有すること。

冷却効率は1700kHU/分以上であること。

小焦点のサイズは0.8ｍｍ×0.8mm以下であること。

ヘリカル撮影時に無効被ばく領域のX線照射をカットする機能を有すること。

高電圧発生装置は、以下の要件を満たすこと。

出力は70kW以上であること。

体幹部撮影における最速回転速度は0.35秒/回転以上であること。

患者選択等が可能なワイヤレス操作パネルを1つ以上備え、ガントリー左右に固定できること。

ガントリー厚みは860mm以下であること。

X線検出器は以下の要件を満たすこと。

実装32列の検出器により、コンベンショナル撮影、ヘリカル撮影とも1回転で32スライス以上の

画像再構成が可能であること。

撮影テーブルは,以下の要件を満たすこと 。

最大の撮影範囲は1700mm以上であること。

金属アーチファクトを低減する専用の画像再構成が可能であること。

従来のX線の線減弱を反映するCT値を画素とした画像再構成法に加え、電子密度

(Electron Density)、物質密度(MassDensity)を反映した画素値での画像再構成が可

能であること。

170cｍ75kgの不均等荷重の条件にてスキャン範囲1400mm以上で2.0mm以下の撓み

であること。

テーブル走行の角度（左右、上下、回転）はそれぞれ1400mm以上の撮影範囲内において

±0.1度以内であること。

外部のレーザーポインターとの位置一致度はAAPM TG143に適合し、±1.5mm以内であるこ

と。

撮影機能，コンピューターシステムは、以下の要件を満たすこと。

本体コンソールのOSは日本語対応でありWindows10 64bit以上であること。

本体コンソールのCPUはDual Core以上のIntel Xeonもしくは同等以上であること。

本体コンソールのメモリー容量は32GB以上であること。

画像再構成速度は75画像/秒以上であること。

逐次近似法を用いた画像再構成が可能であること。
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4-6-8

4-6-9

4-6-10

4-7

4-7-1

5-1

5-1-1

5-1-2

5-1-3

5-1-4

5-1-5

5-1-6

5-1-7

5-2

5-2-1

5-3

5-3-1

5-3-2

5-3-3

5-4

5-4-1

5-4-2

5-4-3

5-4-4

5-4-5

5-5

5-5-1

5-5-2

5-5-3

5-5-4

5-6

5-6-1

5-6-2

5-6-3

5-6-4

測定器の空洞部に挿入できるPMMA製ファントムを有すること。

ファントムに挿入可能なチェンバインサートを有すること。

独立検証ソフトウェアは、以下の要件を満たすこと。

放射線治療計画装置が算出した線量に対して、3次元的な独立検証をする機能を有するこ

と。

線量計算アルゴリズムは、CCCS（Collapsed Cone Convolution/Superposition）であ

ること。

専用のサーバーを1式有すること。

同一ネットワークに接続されている端末であれば、WEBブラウザ経由でどこからでも結果にアクセ

スする機能を有すること。

平坦度測定器は、以下の要件を満たすこと。

XY軸及び対角線2軸のプロファイルをリアルタイムに同時測定する機能を有すること。

32cm×32cmの照射野サイズを測定する機能を有すること。

合計250個以上のイオンチェンバが5mm間隔で配列されていること。

X線及び電子線のビームエネルギーチェックを実施するウェッジプレートを1式有すること。

 デイリーQAツール(5-3)と同じケーブルで接続可能であること。

IMRT/VMAT線量分布評価システムは、以下の要件を満たすこと。

測定器は円筒形で、検出器が螺旋状に配置され、検出器間隔は10㎜以下であること。

検出器は1380個以上の半導体検出器を有すること。

ヘリカル撮影のピッチを0.3～1.5の範囲において0.2間隔で設定できること。

呼吸同期撮影が可能であり、レトロスペクティブ撮影が可能であること。

周辺機器については、以下の要件を満たすこと。

3点式の位置決め用レーザーポインターを設置すること。

５．放射線治療装置品質管理機器

リファレンス線量計は、以下の要件を満たすこと。

電流積算方式の電位計であること。

独立したアンプを2台搭載し、2チャンネル同時に測定する機能を有すること。

電位計は、温度気圧計が内蔵されていること。

25m延長ケーブルを2式有すること。

容積が0.65ccのFarmer型チェンバを1式有すること。

容積が0.4ccのRoos型チェンバを１式有すること。

上記検出器の校正を行うこと。

モニター校正用水ファントム点検は、以下の要件を満たすこと。

既存のモニター校正用水ファントムのスポット点検を実施すること。

デイリーQAツールは、以下の要件を満たすこと。

イオンチェンバと半導体検出器が合計25個以上レイアウトされており、1度の照射でビームの出

力、平坦度及び対称性の確認を行う機能を有すること。

専用のソフトウェアにより、測定結果の収集とデータベースへ保管する機能を有すること。

平坦度測定器(5-4)と同じケーブルで接続可能であること。

画素値が撮影管電圧に依存しない画像再構成が可能であること。
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5-7

5-7-1

5-8

5-8-1

5-8-2

5-8-3

5-9

5-9-1

（性能・機能以外に関する要件）

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

2-1

2-2

2-3

2-4

3-1

3-2

3-3

大型加温器は，以下の要件を満たすこと。

対流熱で患者固定サーモプラスチックを温めることができること。

グラストップ天板により，加熱中のサーモプラスチックを視認できること。

加温器用カートを１式有すること。

患者固定クッションは、以下の要件を満たすこと。

吸引式患者クッションを10式以上有すること。

制御用パソコンは、以下の要件を満たすこと。

制御用パソコンは3式有すること。構成は現場と協議の上決定すること。

障害時においては復旧のために現場で迅速な対応が可能であること。

設置装置の取扱いについて、本院の担当者に対して教育訓練を行うこと。

各装置の操作マニュアルは、日本語版を提供すること。

３．その他について、以下の要件を満たすこと。

対応機器のうち薬事法に基づく製造承認が必要な医療機器等に関しては、その承認を得ていること。

機器の搬入、据付、配線、配管、調整等については、当院の診療業務に支障をきたさないよう当院の職員

と協議の上、その指示によること。

設備工事は納期、工事期間のスケジュールを事前に打ち合わせし、そのスケジュールに従い完了すること。

その他、疑義の生じた場合は、速やかに管財課と協議すること。

通常の使用で発生した故障の修理及び定期的保守点検を実施できる体制であること。

装置の保守に関して、納入後１年間は通常の使用により故障した場合の無償保証に応じること。

２．保守体制について、以下の要件を満たすこと。

リモートメンテナンスに対応した装置であること。

既設機器の撤去については当院の診療業務に支障をきたさないよう当院の職員と協議の上、その指示によ

ること。

機器の設置及び更新にあたり、原子力規制委員会への申請や届出書類を作成する支援を行い、その作

成費用を本調達に含むこと

機器据付・試運転・調整に必要な電力及び水道は、無償で使用できるものとする。

設置後のトレーニングを実施すること。

施設検査に関する漏洩線量の測定を当院職員と協力して行うこと。

搬入及び据付け調整の費用並びに関連機器の調整費用を、本システム購入費に含むこと。

付帯工事、搬入、据付け等の詳細については、当院職員と事前に打ち合わせを行いその指示に従うこと。

１．設置条件について、以下の要件を満たすこと。
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